
 

一般社団法人 大学コンソーシアムひょうご神戸 

2025年度 第 1回 キャリア委員会 

議事次第 

開催日時：2025年 4月 25日（金）15：00～16：00 

開催場所：兵庫国際交流会館 1階 ナダコムステーション 

委員校：関西学院大学（委員長校） 

関西福祉大学（副委員長校）、甲南女子大学（副委員長校）、神戸国際大学（副委員長校） 

芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西学院短期大学、甲南大学 

神戸大学、神戸海星女子学院大学、神戸学院大学、神戸市外国語大学、神戸松蔭大学 

神戸親和大学、神戸常盤大学、園田学園大学、宝塚医療大学、兵庫大学、 

兵庫大学短期大学部、兵庫県立大学、流通科学大学 

                    計 23校 

Ⅰ．報告事項 

1.2025年度キャリア委員会委員校について   (資料 1) 

2.ひょうご留学生インターンシップ 2025について                         (資料 2) 

3.第 22 回全国コンソーシアム研究交流フォーラムと同日開催企画について                (資料 3) 

 4.兵庫県産業労働部労政福祉課テーマ型企業理解プログラムについて                (資料 4）  

Ⅱ．協議事項          

 1．2025年度キャリア委員会事業計画（案）について                                            (資料 5)                         

① 「兵庫県」大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト 

②  県内企業への就職率向上促進プログラム 

③ 「尼崎市」インターンシップ等推進事業 

（大学生等向けオープンカンパニー・外国人留学生向けインターンシップ） 

④  県内企業・団体等の魅力を情報発信 

⑤  留学生向け就職支援・キャリア教育プログラム 

⑥ 「兵庫県」外国人留学生採用ワンストップ支援事業                         

Ⅲ．連絡・調整事項 

1．2025年度定時総会について 

・日時：6月 11日（水）15時 00分～16時 30分 

2．2025年度キャリア委員会の開催予定と主な議題について 

・第 2回（9月） ：2025 年度タイプ 3 プラットフォーム型申請に向けた実績と自己評価（案）について 

・第 3回（12月） :2025年度事業自己評価（案）について 

・第 4回（翌 2月）：2026年度事業計画・予算（案）について 

・第 5回（翌 3月）：2025年度事業報告・決算                        以上 

＜資料一覧＞ 

【報告１】資料 1-1 : 2025年度キャリア委員会名簿 

【報告１(参考)】資料 1-2 :事業委員会の運営に関する申し合わせ 

【報告 2】資料 2-1： ひょうご留学生インターンシップ受入企業について 

【報告 2】資料 2-2： ひょうご留学生インターンシップ 説明会実施について 

【報告 2】資料 2-3： ひょうご留学生インターンシップ 各校での対応について 

【報告 3】資料 3-1： 全国コンソーシアム研究フォーラムと同時開催のキャリアセミナーついて 

【報告 3(参考)】資料 3-2：第 22回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムと同時開催の企画について 

【報告 4】資料 4：兵庫県産業労働部労政福祉課テーマ型企業理解プログラムについて                  

【協議 1】資料 5-1： 2025年度キャリア委員会 事業計画（案）①～⑥ 

【協議 1(参考)】資料 5-2：2025年度キャリア委員会 事業予算 

【協議 1】資料 5-3：尼崎市インターンシップ等推進事業委託仕様書 

【協議 1(参考)】資料 5-4：「兵庫県」外国人留学生採用ワンストップ支援事業チラシ  

【参考資料】：2024年度第 6回キャリア委員会議事録 



資料1-1

【２０２5年度　第1回　キャリア委員会出席者名簿】 委員長校：関西学院大学 副委員長校：関西福祉大学・甲南女子大学・神戸国際大学

青色が参加大学・参加者です

連番 法人名 学校名 所属 役職 委員 所属 役職 委員（事務） その他参加者 陪席者役職 陪席者名

1 学校法人　芦屋学園 芦屋大学 学生部 部長 中村　卓司

2 学校法人　大手前学園 大手前大学・大手前短期大学 大手前大学　経営学部 教授 伊藤　宗彦 キャリアサポート室 室長 久保　和也

4 学校法人濱名山手学院 関西国際大学 経営学科 教授 杉林　弘仁 学修支援部 部長 藤井　学

5 学校法人　関西金光学園 関西福祉大学 社会福祉学部 教授 谷口　泰司 キャリア開発課 課長代理 立川　晴道

6 学校法人　関西学院 関西学院大学・関西学院短期大学 キャリアセンター キャリアセンター副長 松本　雄一 キャリアセンター キャリアセンター長 小浪　陽子

8 学校法人　甲南学園 甲南大学 キャリアセンター 所長 木成　勇介 キャリアセンター 次長 天羽　麻由子

9 学校法人　甲南女子学園 甲南女子大学 キャリアセンター キャリアセンター長 森本　真理 キャリアセンター キャリアセンター部長 松井　小枝子

10 国立大学法人　神戸大学 神戸大学 キャリアセンター 政策研究職員 田中　美惠 学務部学生支援課キャリア支援事務室 室長 井上　善晴

11 学校法人　海星女子学院 神戸海星女子学院大学 英語観光学科 教授 酒井　新一郎 教学課 内山　まい

12 学校法人　神戸学院 神戸学院大学 キャリアセンター 所長 井上　善博 キャリアセンター　キャリア支援グループ グループ長 住本　美保子

13 学校法人　八代学院 神戸国際大学 キャリアセンター キャリア教育・支援部長 山本 ひとみ キャリアセンター 大学事務部長 塚本 眞光 (陪席)キャリアセンター 占部　敬士

14 神戸市公立大学法人 神戸市外国語大学 キャリアサポート部会 所長 浅井　祐二 キャリアサポートセンター 副所長 羽口　　建

15 学校法人　松蔭女子学院 神戸松蔭大学 学務部 学長補佐（学生担当） 土肥　伊都子 学務部キャリア支援課 課長 藤部　千栄子

16 学校法人　親和学園 神戸親和大学 キャリアセンター センター長 猪田　裕子 キャリアセンター 課長 宮内　由佳 （代理）キャリアセンター事務室 主任 實安 恭子

17 学校法人　玉田学園 神戸常盤大学 こども教育学科 教授 橋本　好市 学生支援課 課長 立石　昭

18 学校法人平成医療学園 宝塚医療大学

19 学校法人　園田学園 園田学園大学 キャリア支援課 就職委員長 本多　奈保子 キャリア支援課 課長 里中 遊

20 学校法人　睦学園 兵庫大学・兵庫大学短期大学部 教学部学生支援課 課長 田中　祥太

22 兵庫県公立大学法人 兵庫県立大学 兵庫県立大学 副学長 坂下　玲子 教育企画部教育企画課 次長兼課長 大河内　理恵子

23 学校法人　中内学園 流通科学大学 人間社会学部　人間健康学科 准教授（キャリア教育担当） 前川　明 キャリア支援部 次長 屋久　嘉徳

事務局

部署 役職 氏名

国際交流・キャリアチーム 次長 鈴木　真紀子

国際交流・キャリアチーム 事務局員 園田　友希子

1
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一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

事業委員会の運営に関する申し合わせ           

  

                                                企画運営委員会 

１. 目的  

この申し合わせは、一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸（以下「コンソ」という。）定

款第 38条に基づき設置した事業委員会の運営について、必要な事項を定めるものとする。 

 

２. 委員等 

事業委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（1）正会員の教職員で、原則 2名（教員 1名、職員 1名）。 

（2）毎年度、第１回委員会開催までに委員をコンソ事務局に登録する。 

 

３. 事業委員会の組織及び所管事項等 

（1）事業委員会は、委員長校と副委員長校を置く。ただし、副委員長校は複数校置くことができ

る。 

（2）委員長校は、副委員長校と連携し、事業計画の策定、事業委員会の招集、審議等、行う。 

（3）副委員長校は、委員長校を補佐し、委員長校が不在の場合は、職務を代行する。 

 

３-２．委員長校及び副委員長校の任期及び選考方法 

（1）任期は 2年とし、再任を妨げない。但し、委員長校については、再任が生じないよう配慮す

る。 

（2）国際交流委員会、学生交流委員会、教育連携委員会及び高大連携委員会の委員長校の選

考は、選択制とし、キャリア委員会及び FD・SD委員会の委員長校の選考は輪番制とする。 

（3）6事業委員会の副委員長校の選考は、選択制とする。 

（4）任期満了に伴う改選は、コンソ事務局が、委員長校、副委員長校の意見を聴取し、企画運営

委員会で協議ののち、理事会で決定する。 

 

【選択制】 

①選択制は、適用される委員会の正副委員長校の履歴を考慮し、正副委員長校を選択すること

とする。 

②事業委員会の委員長校の任期期間に理事が交代した場合であっても任期満了まで、引き続

き担当する。 

【輪番制】 

・輪番制は、事前に決定した理事校内の大学順にて、委員長校を担当する。ただし、理事会が認

める場合、順序を変更できるものとする。 

【留意事項】 

①選択制 4事業委員会の正副委員長及び輪番制 2事業委員会の委員長については、原則とし

て、理事校が担当するものとする。ただし、理事会が認める場合、理事校以外の正会員が担当

することができるものとする。 

②選択制と輪番制では、輪番制を優先するものとする。 

③１大学が重複して正副委員長校を担当することがないように調整する。 
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【経過措置】 

①委員長校及び副委員長校の選考方法については、2023年度より選択制及び輪番制を導入す

る。 

②委員長校及び副委員長校の任期については、２023年度からの担当期間を原則として 3年間

（2023年度～2025年度）とする。 

③2026年度～2027年度の委員長校及び副委員長校については、過去の就任実績を鑑みて

2025年度後期に検討するものとする。 

 

４．事業委員会の任務 

 （1）事業委員会は、理事会において決定された事業方針に則り、事業委員会内で事業の具体的

な計画・実施・報告（自己評価）を行い、情報を共有する。 

 

５．事業委員会の招集・議事 

（1）事業委員会は、委員長が必要と認めたとき、又はそれぞれの事業委員会を構成する正会員

の半数以上からの請求があったときに委員長が招集する。 

（2）事業委員会の委員長は、事業委員会の承認を経て、「正会員当たり原則2名の委員」に拘ら

ず、計 3名以上の者若しくは委員以外の者を出席させることができる。 

 

６．成立要件（定足数） 

（1）事業委員会は、それぞれの事業委員会を構成する正会員の過半数の出席をもって成立とす

る。 

（2）委員が欠席し、代理者が出席した場合は、その委員は出席したものとみなす。 

（3）「委任状」の制度は用いない。 

（4）事業委員会は、対面、オンライン、書面又は電磁的記録による会議方式によって開催する。 

 

７．議決権及び議決数 

（1）正会員あたり各 1個の議決権を有し、議事は出席した正会員の過半数をもって決する。なお

可否同数のときは委員長の決するところとする。  

  

8．プログラム担当校  

（1）事業委員会において、必要に応じ、プログラムを主に担当するプログラム担当校を置くことが

できる。 

（2）プログラム担当校は、委員長校・副委員長校と相談のうえ、プログラムの計画、実施、報告（自

己評価）を行う。 

（3）委員長校・副委員長校がプログラム担当校となることを妨げない。 

 

９．事業委員会事務局 

（1）事業委員会に関する事務は、コンソ事務局と事業委員会の事務局（委員長校・副委員長校）

が連携して行う。 

 

１０．改廃 

この申し合わせの改廃は、企画運営委員会の議を経て、理事会で決定する。 



 

附則 

この申し合わせは、2019年４月１日から施行する。 

 

附則 

（1）この申し合わせは、2022年４月 1日から施行する。 

（2）「３.委員長校、副委員長校」の任期について、2022年度は、新たに任命された委員長校、副

委員長校を含め 1年とする。 

 

附則 

この申し合わせは、202３年４月 1日から施行する。 

                          

以 上 



2025年度 ひょうご留学生インターンシップ 受入企業一覧　21社　(4月24日現在）
業種 会社団体名 主な業務 HP（2次元コード）

株式会社大林 フィルム加工販売

大和建工材株式会社 タラップや吊環、屋上マンホールの製造

株式会社中央電機計器製作所 計測制御装置、システム

TOA株式会社

※English language support
available.
（英語対応可）

音響機器の製造・販売

阪神機器株式会社
電気機器、板金・塗装
機械加工部品

株式会社ヤマシタワークス 金型部品・エアロラップ

六甲バター株式会社
チーズ等の製造販売、ナッツ等の食品の販
売

Earthink株式会社
食品・雑貨の企画製造、卸、貿易、小売、通
信販売環境事業

株式会社ゼロプラス ものづくり専門経営コンサルタント

株式会社パソナグループ
人材サービス（人材紹介・人材派遣） 旅行・
ホテル・外食・レストラン・フードサービス・
ブライダル・冠婚葬祭

株式会社ブレックス 運輸・サービス業

株式会社JTB 旅行業

製造

サービス
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株式会社eftax

※English language support
available.
（英語対応可）

情報通信業

㈱創発システム研究所

※English language support
available.
（英語対応可）

道路トンネルの換気・防災用監視制御シス
テムの設計・開発業務

株式会社フジ・データ・システム ソフトウェア開発、基板設計開発

株式会社ベオスアイティホールディン
グス

ITアウトソーシング事業、スマートフォン向けアプ
リの開発、業務用アプリの開発、IT教育事業

医療福祉 医療法人社団星晶会 医療福祉

商社 エバオン株式会社 機械部品専門商社

建設 豊開発株式会社 建設業

物流 センコー株式会社 陸上運送

公益法人 公益財団法人兵庫県国際交流協会 公益財団法人

IT



ひょうご留学生インターンシップ　説明会実施について

開催概要

＜開催日時＞ 2025年4月21日(月)　19：00～20：00

＜開催形式＞ オンライン（ZOOM）

＜当日の内容＞ 事務局よりインターンシップについての説明

ひょうご留学生インターンシップ卒業生の発表

（神戸親和大学OB2人参加）

インターンシップの内容

インターンシップの内容経験に基づく気付きや学び、就職観の変化について

これからインターンをする留学生へのエール

Q＆A

＜申込者内訳＞

大学名

4月21日

オンライン

説明会参加者

総計

関西学院大学 3 4

関西国際大学 3 7

甲南女子大学 1

甲南大学 1 1

神戸学院大学 1

神戸芸術工科大学 3 6

神戸女学院大学 1 1

神戸親和大学 1 6

神戸大学 1 4

大手前大学 2 6

兵庫県立大学 7 24

兵庫大学 2 6

流通科学大学 4 27

総計 28 94

学年 人数 国籍 人数 性別 人数

２年生 1 インドネシア 1 女性 19

３年生 17 ドイツ 1 男性 9

４年生 5 バングラデシュ 1 総計 28

М１ 2 ベトナム 8

М２ 2 韓国 2

その他 1 中国 13

総計 28 インド 1

未入力 1

総計 28

4

23

66

3

5

3

4

17

1

～5月25日

オンデマンド視聴

予定者

1

4

1
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第 22 回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム開催について 

 

1．実施概要 

開催日：2025 年 8 月 30 日（土）・31 日（日） 

会 場：神戸学院大学 ポートアイランド第 1キャンパス 

共 催：全国大学コンソーシアム協議会、一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

協 力：神戸学院大学（会場校） 

後 援 ：文部科学省、一般社団法人国立大学協会、一般社団法人公立大学協会、一般社団法人日本私立大学連盟 、 

日本私立大学協会、全国公立短期大学協会、日本私立短期大学協会、全国知事会、朝日新聞社、 

毎日新聞社、読売新聞社、日本経済新聞社、一般社団法人共同通信社、兵庫県、神戸市、神戸新聞社 

（予定） 

 

テーマ：  激変する将来社会を切り拓く新たな人材の育成にむけて  

～不易流行で考える大学間連携と産官学協働～」 

大会趣旨： 

文部科学省が中央教育審議会に諮問している 急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の

在り方について」にもあるよう、現在高等教育は大きな転換点を迎えている。 少子化」 デジタル化」といった

外部的要因や、 問題発見・課題解決的な学習活動の充実」に代表される高校生の学びの変化など、今すぐに対応

が必要となっている。 

また、高等教育機関には文理横断・文理融合教育の推進や多様性と流動性を高めるためのリカレント教育を実

施することで、未来社会を創出し、牽引する高度専門人材を育成することも求められている。 地域の中核となる

高等教育機関へ」と成長・発展するためには、他の高等教育機関はもちろんのこと地方公共団体や産業界など、

地域の様々なステークホルダーと一体となった産官学での取り組みを進めていくことが必要不可欠である。 

その様な環境下で大学をはじめとした高等教育機関は、 不易流行（いつまでも変化しない本質的なものを忘れ

ない中にも、新しく変化を重ねているものをも取り入れていくこと。）」の考えの下、変えてはいけない点と時代

に合わせて変化していく点を、 2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」を視野に入れて見極めることが

重要になってきている。 

例えば大学コンソーシアムひょうご神戸においては長年留学生インターンシップを実施しているが、継続して

いく中で 変化していないこと」 変化したこと」の両方が混在している。 

そこで今回のフォーラムは、大学間連携組織である大学コンソーシアムでの取組において、改めて活動の本質を

考え、そのうえで最新の取組について知見を得ることができる場としたい。 

 

2．プログラムスケジュールについて 

〇1日目：2025 年 8月 30 日（土） 

13:00-13:15 開会挨拶 

12:00- 

ポスター 

セッション・ 

パネル展示 

13:15-13:25 学生ステージ A 

13:30-15:10 シンポジウム①話題提供：20分×5人 

15:10-16:30 休憩 ★コアタイム 

16:30-16:40 学生ステージ B 

16:45-17:30 シンポジウム②ディスカッション 

17:30-17:45 閉会挨拶 

18:00-19:30 情報交換会 

  

資料3-2



※午前中には、加盟校の教職員、企業を対象とするプログラム（例：  SDワークショップ」 キャリア教職員 

×企業人事情報交換会」 リカレント教職員×企業人事情報交換会」等）を開催 

 ※ポスターセッションでは、全国大学コンソーシアム協議会加盟組織（正会員 44団体）のうち、毎年 10 団体

程度がポスター展示（資料 8-2） 

 ※パネル展示では、 兵庫から発信する大学間連携や産官学連携」をコンセプトに、 大学間連携」 産官学連

携」 震災 30 年、阪神・淡路大震災の教訓をつなぐ大学・学生の活動」の分野から加盟校から展示 

  ※学生ステージ A ・B は、流通科学大学と芦屋大学の外国人留学生、  若者による  震災の教訓を繋ぐプロジェ

クト』」等で調整 

 

〇2日目：2025 年 8月 31 日（日）【全国大学コンソーシアム協議会にて 5月に審議・承認予定】 

10:00～12:00 分科会   

① 産官学オール京都での留学生誘致の推進～留学生スタディ京都ネットワークの活動～  

大学コンソーシアム京都 

② 共創で描くリカレント教育の未来―共に学び・共に地域を創る場をどのようにして構築するか― 

                                   高等教育コンソーシアム宮崎 

③ 【TKK3 大学連携事業 15 周年企画】阪神・淡路大震災から 30 年（資料 8-3） 

 若者と考える 被災地支援と語り継ぎのチカラ」       大学コンソーシアムひょうご神戸 

④ 教育ネットワーク中国（予定） 

 

3．参加費・情報交換会費について 

〇 参加費  （一般）5,000 円  /（学生）無料 

〇 情報交換会（一般）4,000 円  /（学生）2,000 円         

 

4．開会挨拶・シンポジスト・モデレーター・閉会挨拶について 

【開会挨拶】 

 ・一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 理事長  

 ・兵庫県知事 齋藤 元彦氏 （一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 参与） 

 ・全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事 小原 克博氏 ※代読 

  （公益財団法人大学コンソーシアム京都 理事長、同志社大学 学長） 

【シンポジスト・モデレーター】 

1．兵庫県に本社のある企業の経営者（2名） 

     日本テクノロジーソリューション株式会社 代表取締役社長 岡田 耕治氏  

エクスアールジョン株式会社 代表取締役会長、株式会社 ShimaFuji IEM 代表取締役 島藤 真澄氏 

  2．大学教員（1名） 

    國學院大學観光まちづくり学部教授、東京大学名誉教授 吉見 俊哉氏 

  3．大学職員（1名） 

    関西学院大学 学生活動支援機構 事務部長 本荘 雅章氏 

  4．モデレーター・コンソ理事（1名） 

    大学コンソーシアムひょうご神戸理事（関西国際大学 学長）濱名 篤氏 

【閉会挨拶】 

 ・全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事 川野 祐二氏 

  （一般社団法人教育ネットワーク中国 理事、エリザベト音楽大学 理事長・学長） 



●テーマ型企業理解プログラム
様々な分野（テーマ）で複数の企業を組み合わせた企業理解プログラムを作成し、大学生等に短期間で多くの企業を知っても
らうプログラムを提供することで、県内企業の魅力や、業界理解を深めることに繋げ、県内就職・定着を促進する。

内容

1. 対 象 者:主に低年次生（学年は問わない）
2. 実施時期:2025年4月～2026年3月
3. 内容 :座学・就業体験を含む数日～５日程度での実施。

地場産業や製造業などのテーマごとにコースを作成。
学生はコースを１つ選び、複数の企業で就業体験など
企業理解を深めるプログラムに参加する。

（テーマ例）
・地場産業型・・・清酒、播州織など
・業界型・・・航空業界、食品製造業など
・観光型・・・城崎温泉、洲本温泉など
・地域型・・・神戸地域、阪神南地域など

（コース例）

２日目１日目

振り返りC社訪問B社訪問A社訪問座学

・短期型

・深堀型 ５日目２～４日目１日目

振り返り各企業での就業体験座学:業界状況など

事業スキーム

C社

事業目標
・参加者数:４コース×（10名～20名）※県からのKPIは4コース×5名＝20名

・学生の業界・企業理解向上
（アンケートで「業界・企業理解が向上した」と回答する学生が８割以上）

コース(調整中)
①神戸学院大学×清酒

白鶴・沢の鶴・菊正宗・神戸酒心館
※単位習得プログラム
（前期15回・後期15回のうちの前期4日間で企業体験）

②関西国際大学×地域グルメ
MCC・六甲バター・ロック・フィールド・富永貿易
カネテツデリカフーズ
※単位習得プログラム（夏季に10日間実施、企業体験は5日間）

③大手前大学×観光スイーツ
あみだ池大黒・ユーハイム・追加1社調整中
※単位習得プログラム（後期15回のうちの2日間で企業体験）

④「兵庫県立大学＋コンソ加盟校」×モノづくり企業
＜みなと銀行と連携＞

バンドー化学・TOA・古野電気・日工
※単位習得プログラムではない（企業体験4日間）

中小企業・地場産業
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【2025年度　キャリア委員会　事業計画】

○目的

○委員校
（全：23校）

○中長期計画Ⅱ期の取組課題/達成目標/活動指標/予算等

達成目標 活動指標 予算（千円）

①本プログラムへの参
加を通じて、兵庫県内
企業理解が深まったこ
とを実感する学生の割
合：参加学生の80%以
上
②参加者数：2500名以
上/5年
[内訳]学生数2250名以
上/5年、教職員数250
名/5年

情報公開企業・団体
数：120社以上

6,291
(受託事業収入)

課題④外国人留学生の受け入れ体制の強化・定着促進

[期待される効果]
3.各加盟校単独では実施が困難だと思われる「留学生に特化したインターンシップ」や「合
同企業説明会」実施に向けて、持続可能な仕組みづくりが期待される。

4.外国人留学生を企業が受け入れるための体制支援を強化し、外国人留学生採用のためのワ
ンストップ相談窓口をコンソが担うことで、大学、行政、企業が連携した新たなネットワー
クを構築が期待できる。

1-2「兵庫県」
外国人留学生採用ワンストップ支援事業

各年参加留学生数
50名以上

1-1(2)「尼崎市」
留学生向けインターンシップ  (インターン
シップ等推進事業）

1,411
(受託事業収入)

1-1(1)ひょうご留学生インターンシップ

各年参加留学生数
500名以上

1,600

①本プログラムへの参
加を通じて、日本企
業・文化理解が深まっ
たことを実感する学生
の割合：参加学生の
70%以上

②参加留学生数：2500
名以上/5年

①本プログラムへの参
加を通じて、日本企
業・文化理解が深まっ
たことを実感する学生
の割合：参加学生の
70%以上

②参加留学生数：
250名以上/5年

2.留学生向け就職支援・キャリア教育プログラムの実施

兵庫県の大学・短期大学・短期大学部・高等専門学校が加盟する大学間連携組織の特徴を生かして、グローバル、ローカルに活躍する人材育成を目指した事業を、県内企業、
行政、加盟校キャリアセンターと共に展開する。

0

1,339
(受託事業収入)

2 県内企業・団体等の魅力を情報発信

1-3「尼崎市」
大学生等向けオープンカンパニー (インター
ンシップ等推進事業）

企業情報の追加掲載
2種類以上

課題①地域の活性化のための県内企業への就職率の向上

[期待される効果]
1.地域創生の推進にあたり県外への人口流出を抑制するために、県内大学卒業者の地元への
就職について、大学側と企業側が相互理解を深め共に連携する機会を提供することで、若者
のキャリア形成の支援を充実させ、大学生の県内企業への理解不足を解消し、地域の活性化
を実現することが期待される。

2.地域の活性化のためのUJIターン就職の促進と地域産業ニーズに対応した人材育成が期待
できる。

1-2 県内企業への就職率向上促進プログラム 0

1-1「兵庫県」
大学連携組織を活用した県内大学生の地元就
職促進プロジェクト

委員長校：関西学院大学    副委員長校：関西福祉大学、甲南女子大学、神戸国際大学
委 員 校：芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西学院短期大学、甲南大学、神戸大学、神戸海星女子学院大学、神戸学院大学、神戸市外国語大学、
委 員 校：神戸松蔭大学、神戸親和大学、神戸常盤大学、園田学園大学、宝塚医療大学、兵庫大学、兵庫大学短期大学部、兵庫県立大学、流通科学大学

課題及び期待される効果 取組

3,938
(受託事業収入)

各年参加者数
450名以上
[内訳]

学生数400名以上
教職員数50名以上

1.大学キャリアセンターと連携した県内大学生の地元就職促進プロジェクト実施
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【2025年度　キャリア委員会　事業計画（①取組1-1）】「兵庫県」大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 3,938,050円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

達成目標に対する実績

【兵庫県総務部教育課受託事業
「大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト」】

【趣旨】大学コンソーシアムひょうご神戸のネットワークを活用し、大学キャリアセンター
職員やキャリア教育に携わる教員の県内企業への理解を促進する。

(1)大学キャリアセンター職員、大学教員の県内企業への理解促進
「県内企業経営者等によるキャリアセンター向けの企業説明及び意見交換会」

大学キャリアセンター職員等を対象に県内企業合同の企業説明会を開催するとともに、学生
と企業の有効なマッチング法等について意見交換する。

【実施回数】2回以上（年）

【目標参加者数】〔大学〕約40校   （30校×１回、10校×１回）
　　　　　　　　〔企業〕約80企業 （65社×１回、15社×１回）
【実施予定】キャリア×企業
①2025年8月30日　ライフロングキャリア（仮称）に関するセミナー及び情報交換会
②2025年9月20日　留学生採用に関する意見交換会
③2025年10月8日　企業と大学との意見交換会（協業：神戸商工会議所）
④2025年12月頃　 経営者・人事採用担当者との意見交換会

(2)学生に対する情報発信力強化
「県内企業経営者・企業若手社員等による取組紹介と意見交換会」
県内企業経営者等が講師となり、先進的・実践的な自社の取組や他社に誇れる社風など、リ
アルな情報を直接講話し、中小企業への理解を深めるとともに、実際の体験に基づいた仕事
のやりがいなどについて本音の意見交換を行うことで、学生の地元意識の高揚や県内企業へ
の就職意欲の向上に繋げる。

【実施回数】2回以上（年）

【目標参加者数】〔学生〕約120人　〔企業〕約20企業

【実施予定】
①2025年12月：経営者・人事の面接大作戦
②2025年12月：合同模擬グループディスカッション
③2025年12月：兵庫県内企業とのネットワーキング
④2026年 3月：ひょうご就職サミット

※その他、加盟校、地元企業からの間で課題等を共有し、解決に向けたプログラムを実施予
定。
例：公務員試験対策用の合同模擬グループディスカッション、面接大作戦の試験的実施

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）

自己評価基準：対継続性※

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

―



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（①取組1-2）】県内企業への就職率向上促進プログラム

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 0円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

【県内企業への就職率向上促進プログラム】

【趣旨】兵庫県総務部教育課の受託事業以外で、就職活動の急激な変化や多様化に柔軟に対
応することを目的とした事業の枠組。加盟校と地元企業が連携し、現場の課題やニーズを共
有して、若者の地元定着や地域の活性化に向けたキャリア支援プログラムの実施を目指す。
また、この事業枠での取り組みを受託事業として展開し、継続実施に繋げることも視野に入
れる。事業予算は、前頁取組1-1教育課の新たな取り組みに繋げることが出来るものは、確
認の上、取組1-1の予算から拠出する。

【取組予定案】
(1)バーチャル合説
(2)兵庫県労政福祉課主催の県内企業合説やバスツアー等の共催
(3)兵庫労働局との事業共催

達成目標に対する実績

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（案）（①取組1-3)】「尼崎市」大学生等向けオープンカンパニー(インターンシップ等推進事業)

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 1,339,000円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

【尼崎市経済環境局経済部しごと支援課受託事業
大学生等向けオープンカンパニー(インターンシップ等推進事業)】

【趣旨】大学生等を対象に、市内企業の魅力を発信し、さらに体感できる機会を提供するこ
とで、若者の社会人基礎力を育成するとともに、市内企業の事業活動の活性化及び市内企業
への就職を促進する。具体的には、尼崎市内の企業（中小・大手の事業者等）を複数社組み
合わせた職場体験イベントを実施する。

【実施時期】令和7年8～9月（大学夏季休暇期間）

【対象】2027年卒業予定の大学生・短大生・高専生等（左記主体、全学年参加可能）

【目標人数】5社15名以上の参加（1社1人～5人の参加目途）

【内容】市内企業3社を１コース（１社半日～１日程度）とし、各事業所の業務内容や業界
説明、工場見学等も取り入れた職場体験を行う。

【事業委託内容】
(1)参加学生募集の広報活動
　チラシの作成やインターネットを利用した情報発信など
(2)参加学生の選考・管理
　申込書等を作成の上、目標人数の参加学生確保に努め、必要に応じて
　尼崎市と協議の上、選考を実施。参加学生に職場体験や傷害保険に関する
　案内、質疑応答等
(3)職場体験同行、アンケート集計、報告書等作成

【スケジュール】
・5月下旬：学生募集開始
・7月上旬：学生募集締切、学生選考
・8～9月 ：職場体験（実施日は上記期間中の1.5～2日間（コース別日程調整中）
・9月～10月：アンケート集計、報告書作成、アマポータル掲載

達成目標に対する実績

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（①取組2）】県内企業・団体等の魅力を情報発信

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 0円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

「地元で働こう！兵庫県内企業情報サイト」に随時情報公開

【現在の企業情報の掲載内容】兵庫県内企業153社掲載中（2025年3月時点）
(1)コンソHPから企業HPへのリンク掲載
業種、資本金、売上高、従業員数、本社所在地、事業内容、経営方針、特色・強み、採用情
報

(2)コンソHP上の一覧表示
　・留学生採用の有無
　・求める日本語力
　・ミモザ企業
　・地域未来牽引企業
　・兵庫県奨学金返還制度利用企業
　・WLB表彰企業
　・WLB認定企業

【取組内容】
掲載企業情報の内容を充実するため、(2)の一覧表示の掲載情報を追加する。

【スケジュール】
掲載情報の追加内容を確定（8月頃）、
本年度版「地元で働こう！兵庫県内企業情報サイト」（12月）に反映する
　
【追加情報案】
・くるみんマーク（子育てサポート企業）
・ひょうごオンリーワン企業
・ユースエール認定企業
・その他

【掲載ぺージ】地元で働こう！兵庫県内企業情報サイト
https://consortium-hyogo.jp/kigyojoho/company.html

達成目標に対する実績

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（④取組1-1①）】ひょうご留学生インターンシップ

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 1,600,000円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

(1)【ひょうご留学生インターンシップ】
【趣旨】個別大学では実施が困難な留学生に特化したインターンシップの機会提供を共同で
実施し、留学生の県内企業等への就職意欲の向上を図る。参加留学生のニーズを勘案のう
え、受入企業・団体等を決定する。

【プログラムスケジュール】
　・インターンシップ説明会（オンライン）  　 4月21日（月）
　　※4月22日～5月25日までオンデマンド配信
  ・受け入れ企業説明会（オンライン)          5月22日（木）
　・エントリー学生ガイダンス             　  6月3日（火）
　・エントリー学生と企業の交流会           　6月7日（土）
　・実習先への事前訪問　　　　　　　　　　　 7月～8月頃
　・企業・団体実習期間  　　　　　　　　 　　8月～9月頃
　・報告会・修了交流会                    　 9月20日（土）

【追記】国際交流委員会における留学生定着支援の取組の1つとして、英語トラック留学生
も当プログラムに参加予定。プログラム進行、留学生支援等、国際交流委員会と連携して実
施する。

※インターンシップ番外編
『国際交流機関　職場体験リレー』(国際交流員会と連携協働事業)
【趣旨】国際交流や協力機関での就職を希望する学生等を対象に、各機関リレー形式で、職
場体験を留学生と日本人学生がペアになって実施する。学生の業界研究、就職促進及び海外
留学の機運醸成、また、多国籍チームで実施することによる、価値観が違う者同士が協働し
て成果を出す方法を考える機会等を提供する。

【受入予定機関】JICA関西、兵庫県国際交流協会、JETRO神戸、コンソ

【受入時期】8月～9月、各機関1～2日で合計5日以上

【実施背景】当コンソ、JICA関西、兵庫県国際交流協会,JETRO神戸との4者協定に伴う連携
事業の1つとして

(2)【外国人向け合同企業説明会】
・留学生向け合同企業説明会（2025年6月25日）
  留学生と県内企業とのマッチングを行う企業説明会・ 就職セミナー等を開催する
　主催：神戸市、兵庫県、ひょうご神戸国際ビジネススクエア
　　　（神戸市海外ビジネスセンター、ひょうご海外ビジネスセンター、JETRO神戸）

達成目標に対する実績

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（④取組1-1②）】「尼崎市」留学生向けインターンシップ（インターンシップ等推進事業）　

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 1,411,000円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性
４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

活動指標に対する実績

自己評価基準：対到達目標※ ―

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）

【尼崎市経済環境局経済部しごと支援課受託事業
留学生向けインターンシップ（インターンシップ等推進事業）】

【趣旨】尼崎市内企業の事業活動の活性化及び市内企業への就職を促進する取組として、日本
で就職を希望する外国人留学生に特化したインターンシップの機会を提供するとともに、企業
に対し、留学生の能力や職業観、社内での多文化共生社会への理解を深める機会を提供するこ
とで、外国人材採用の機運を醸成する。
　
【実施内容】前頁④取組1-1(1)のひょうご留学生インターンシップの枠組みで同時開催する。

【目標人数】5社15名以上の参加（1社1人～3人の参加目途）

【プログラムスケジュール】
　・インターンシップ説明会（オンライン）　　　4月21日（月）
　　※4月22日～5月25日までオンデマンド配信
  ・受け入れ企業説明会（オンライン)　　　　　 5月22日（木）
　・エントリー学生ガイダンス　　　　　　　　　6月3日（火）
　・エントリー学生と企業の交流会　　　　　　　6月7日（土）
　・実習先への事前訪問　　　　　　　　　　　　7月～8月頃
　・企業・団体実習期間　　　　　　　　　　　　8月～9月頃
　・報告会・修了交流会　　　　　　　　　　　　9月20日（土）
（＋以下が尼崎市の独自取組となる）
　・アマポータルへ活動記事掲載　　　　　　　　10月頃

達成目標に対する実績



【2025年度　キャリア委員会　事業計画（④取組1-2）】「兵庫県」外国人留学生採用ワンストップ支援事業

計画（4月記載） 自己評価（12月記載） 報告（3月記載）

事業収支 収入 6,291,000円 　支出　 収支 　支出　 収支

※自己評価基準：対到達目標 ※自己評価基準：対継続性

活動指標に対する実績

４：当初計画を上回って達成　３：当初計画を達成
２：当初計画をやや下回った　１：当初計画を下回った

自己評価基準：対到達目標※

４：本プログラムは継続すべき　３：本プログラムは継続しても良い
２：本プログラムの継続には改善が必要　１：本プログラムは中止すべき

―

自己評価基準：対継続性※ ―

理事会からの改善提案（次年度事業計画に反映）

【兵庫県産業労働部国際局国際課経済交流班受託事業
 「外国人留学生採用ワンストップ支援事業」】

【事業内容】
(1)外国人留学生採用ワンストップ相談窓口の設置
①窓口相談
日本での就職を希望する留学生及び留学生の採用を検討している企業の双方からの相談を[対
面・オンライン・メール・電話等により実施し、それぞれの実情に即したアドバイスを行う。
ア:窓口相談の対象者
   a　留学生（既卒の就職者を含む。)
   b　留学生の採用を検討している企業及び留学生を採用した企業
イ:相談内容
   a　留学生の国内就職に関する相談及び県内企業による採用・人材活用に関する相談対応
   b　留学生向け合同企業説明会やインターンシップ等の紹介
②専門家派遣等
留学生の採用及び人材活用に係る高度な相談に専門家と連携して対応するとともに、必要に応
じて専門家が企業を訪問し、指導・助言を行うことで企業側の受入体制を整備する。
ア:対象　留学生採用検討の企業、留学生採用中の企業
イ:内容
   a　留学生の採用・人材活用に係る専門的な内容に対する面談または電話での相談対応
   b　留学生の受入体制整備等に向けた相談企業へ専門家派遣
(2)外国人留学生採用促進セミナーの開催
留学生の採用や入社後の人材活用に向けた企業向け啓発セミナーを実施することにより、県内
企業における人材確保を促進する。また、セミナーの内容をアーカイブ配信し、県内企業への
効果的な啓発を実施する。
①対象　留学生の採用を検討している県内企業
②回数　年１回
③内容　留学生に対する基本的な理解促進、先進事例及び支援事業紹介
(3)情報収集
留学生の就職に関する各種情報の収集に努めるとともに、県内企業による相談窓口活用を促
す。

【業務体制】
(1)相談窓口には相談員を１名配置する。
(2)相談員は外国人留学生のキャリアアップ支援等に従事した経験があり、企業・外国人
　 留学生の双方への相談対応が可能な人材
(3)相談窓口の開所時間は、月・水・金曜日の9:00～16:00（年末年始、祝日除く）

達成目標に対する実績



（単位：円）

各取組　予算

取組1-1 取組1-2 　取組1-3 取組2 取組1-1(1) 取組1-1(2) 取組1-2

予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額

会費収入 1,700,000 1,600,000 100,000

助成事業収入 0

受託事業収入 12,979,050 3,938,050 1,339,000 1,411,000 6,291,000

プログラム収入 0

雑収入 0

戻入金 0

計 14,679,050 3,938,050 0 1,339,000 0 1,600,000 1,411,000 6,291,000 100,000

会議費 0

旅費交通費 360,000 60,000 50,000 50,000 200,000

通信運搬費 630,000 30,000 200,000 200,000 200,000

消耗品費 381,000 100,000 100,000 61,000 120,000

新聞図書費 0

印刷製本費 400,000 100,000 30,000 200,000 70,000

光熱水料費 0

賃借料 938,000 338,000 300,000 300,000

保険料 40,000 40,000

謝金 490,000 140,000 250,000 100,000

租税公課 55,000 10,000 5,000 10,000 30,000

支払手数料 20,000 10,000 10,000

諸会費 45,000 45,000

委託費 1,650,000 650,000 1,000,000

人件費 9,670,050 3,105,050 914,000 400,000 1,100,000 4,151,000

接待交際費 0

支払支援金 0

雑費 0

計 14,679,050 3,938,050 0 1,339,000 0 1,600,000 1,411,000 6,291,000 100,000

収入ー支出 0

「尼崎市」
外国人留学生向け
インターンシップ

「兵庫県」
外国人留学生採用

ワンストップ支援事業

収入

支出

【2025年度　キャリア委員会　事業予算】

予算 委員会　予算

課題① 課題④

「兵庫県」
大学連携組織を活用した

県内大学生の地元就職促進
プロジェクト

県内企業への就職率向上
促進事業

「尼崎市」
大学生等向け

オープンカンパニー

県内企業・団体等の魅力を
情報発信

留学生向け就職支援・
キャリア教育プログラム

資料4-2



資料4-3









資料4-4





2025年 3月 26日 

 

大学コンソーシアムひょうご神戸  

2024年度第 6回キャリア委員会  

議事要項 

 

 

メール回付：2025年 3月 19日（水） 

回 答 期 日：2025年 3月 26日（水）正午 

 

委 員 校：関西学院大学（委員長校）  

関西福祉大学（副委員長校）、甲南女子大学（副委員長校）、神戸国際大学（副委員長校） 

芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西学院短期大学、 

甲南大学、神戸大学、神戸海星女子学院大学、神戸学院大学、 

神戸市外国語大学、神戸松蔭女子学院大学、神戸親和大学、神戸常盤大学、 

園田学園女子大学、園田学園女子大学短期大学部、宝塚医療大学、 

兵庫大学、兵庫大学短期大学部、兵庫県立大学、流通科学大学 

             計 24大学 

  

●審議事項 

1. 2024年度キャリア委員会事業報告・決算（案）について               （資料 1） 

①県内大学生の地元就職促進プロジェクト 

②尼崎市大学生等向け職場体験事業 

③県内企業・団体等の魅力を情報発信 

④留学生向け就職支援・キャリア教育プログラム 

⑤外国人留学生採用ワンストップ支援事業 

 

●審議結果 

 メール審議した結果、これを承認した。 

 

以上 

参考資料




